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し.滝部(')全割階段切片を作り,その断面図か日南画像

･J;:--111をべ､ノ:_Ll/:入力後,ライズ社製 3次元画像解析装

際 (OZlを用いてそ恒 ､-)L')立体構築を行い.癌し~')休宇汎

愛切片の慶永および平均深遠農 (腸管壁を責める療殿厚

jllを計測 した.大腸進行癌14病変C71体積;二L 回帰式 :

1n L体積1-O.053し最大径)+6.25(r-().91),i)Lく

は "最 大径を直径とし,中心切片雇人深達長を高さ上す

封r]柱し')12''上して算定された.こJtl:-LT)近似式で求

めた体積は,従来の近似式をこ比べより痛棒磯の実測値を

反映 していた.

第 5 4回新潟内分泌代謝同好会

日 時 平成2年1OH6u LJ.1

牛操2時間会

意 蟻 県立がんセンター新潟病院講堂

t. 一 般 演 題

D 骨格系の異常,白内障サ難聴を合併 した下
垂体性小人症の 且例

満屋 綾子･谷 長行
自邸 健 ･伊藤 Jt:.輿
柴m 昭 (新潟大学第-内科)

症例 :31歳男性.

主訴 :低身長,視力障害.難聴.

家族歴,既往歴 :特になし

現病歴 :妊娠中異常左(.牛~f:時体重 2500g.幼児

期より低身濃が目立ちきま3歳頃に最終身長 (127cm)

i･こ到達.二次性徴トロi細字期に,L土J.税.31歳時 L二記~l:.訴にて

検査入院.

現症 :127m1,LITkg.姪高 63cm.知能障害な し.

∴次性徴Il_:.常.畢丸f木賃 L)(卜 L)5ml.

検査成繊 :内分泌機能検査~~告土GIl単独欠損を認札

Mttlでは 州1Ptys(･､11こ1上下垂体r隼7)ぐ),StiぐIesi川1を

認LtL')た.こしり他,先天的白内障.網膜色素蜜性症.感音

ヤ葺灘 聴.X線検査で首盤形成:iく全･頚椎･軌骨奇形を認

人里こ.染色体検査は異常たし.

考案 :低身長の原因としては GH欠損が主岡上考:i

られるが 窟TOW洩 spuTtが認められず,骨格糸の形成

異常あるいは骨系統疾患を合併 していると考えられたキ

499

2)高度肥満に対する rorllluladietをもちし､
た VIJCD 治療の勧果

百紡 機 ･高沢 希千
内分泌班-一一r'Jl L新潟大'､胃紅一･･内科)

例2:19才男性,173cm,135kg(+1050oIL'う細別巴

満Lf12症例に対 し folllluladielK)ptifastlミ) を用し､た

＼rILCl)し＼JeryLowCalorier)ietl治療を行ない,8仇卜

100Okcal治墳下と代謝状態を比較 した.＼J~1ー(:/r)治墳LLl

週間で症例 1て 7.8kg､症例1)一C:.8kg.症例 1では更

に2週間治療を継続 し合計 11kg'･')体重減少が停LT'わ

た.治療期間を通 L:L耐えiL-,れ机 ､′空欄感は認めず.精神

清総蛋白.I,.llbumin及び IltとIpi(iturno＼,er･pr(1teiI･1は

減少したが,症例1)の ⅢA LIもxllTIml対da【lC亡･AIlalysis)

を周いた俸観戒の測定では 監eamBo速習の減少は認 ら

超える増加を示 したが､Asi(losisは認めなかった.Na

balanccは治墳前半にはjt,後半;･こはゼロまたは負であ-I

たが,血清 Naには嘗変な く,他の電解質にも大きな

変化はなか一一､た.高度肥満に対する短期間の治療として

は,着周と考えられる.

3)当院における高齢者糖尿病の臨昧像につい

て

星山 真理･隼恒 浩 刷油糾 吠病院内紺

碧謡曲毘享鴻 沢 静子 ( 同 番護師

品田 壁糞 ( 同 栄養科)

目的 :① 如才まで生存 した糖尿病患者の臨床像 (鰭

尿病の二.7ンい-ーJL及び揮病期間.毒血拝聴.高二LL~八

千rl-IL血症, 肥満し7欄!度, ~J'′L.r--′し. タ′ミ:L摂取

の程度)を検討 し,予後決定因子を把座せるB② 死亡

した糖尿病('T)臨沫像に--:)し､ても検討し,死因を探る.ぼ1

15-2的守人l･_L')良.期糖媒病取乱を､者LTl臨床像を検討し,

予後,Q()lJ-ハ野甲田~f･を知る.

対象十万法 :∴次性糖尿病i･土除外1∴ 1980年Ll月か

!｢,1990年9月までに当院糖尿病外来を受診した中で.70

才LL卜cJ)高齢畜約()O･･名に-)いて検討 した.予後決定疾患

上して.脳宰r=巨 虚血性心臓病.感染症.癌 etc.を選

びき上述の臨床像をこそれぞれスコアを養え,疾患とスコ

アの閑適を検討 した も

まLL_め :高齢二者糖 尿 病 の予後は家庭 ･チ:･t:感環境･本人

tJTl活力によって 左 右 さ れ る 傾向がある.死因は,高齢女ー
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性に脳卒中が多く,男性は心肺梗塞が多い.tyl)(?Ⅰに

属する長期罷病患者は､殆ど腎,iく全に陥り.透析施設に

:i-:--ウ集積LJL_/I)折を進めていきたい.

射 食事療法掟よ り軽快 した甲状腺機能低下症

筒井 一哉 魯佐藤 奉読 壕 義窟姦謁露夕か)

阿部 巴 (. 吊 姶良課)

し対象及〔Jリj法1内訳は (汁(,rlhrl)(1thynlidism 1†札

mild 恒t)いth-r()idisTl12例. lこ山､IlthH)othyroidism

摂取率が5()Oo/il､巨一癖三例である.禁三卜斗 食(･Jl内容は,

海藻のみ摂取を禁じた.

トrl:.ニi例はlP肯域に 卜降 し 残1)(ハ1例ヰ)4･･1日汗汗二は

正常域に入･ノ_,た.flyrtlは5例い-LfL'来車)1-I)JjLで目すし.

･1･吊 H二日二は全例T:.常(Lした.rI':日刊t値であ､-､上 1

例は lJH卜こ豆E常化した.また,甲状腺腫大は:r)[町恒

恒t)Ot恒いi(lisl11甘禁1-トート食しりLlItで車凋巨巨:/,.

51抗 T.-f̀】LIIIJ日本保行苫(~･･.T涌1申遊離 T･ミ 帖 こ

ついて

山崎
村山菜智子 欄 永 義美 嘘 欝錨 雷 管 竪 )渡来

鴨廿 /JJ;A t 局 内 寸甘 1

日的 :梅人'･17/Jt-1沃 FL】己免疫性溶血性焦 血 を 合併 した

ナL仁 ,-̀.り祢71-症例ハ抗 T;-r才己抗休 に -~ニーい て 検 討

した.方法上結果:い 八m(､rl(､xN′′1二TLi.Lひ tくlA-gTIOSt

rl'3LT)いずれても トvI､ニー伯は 20t)i,I1111'H ･.i)一著 明 左

高値を示 し. ‡lr雄二T:了ロ ーIlI/1..!,:jUL､た l)r･l,(う 法 iTJこ

よる結合率い巨)OOol､L巨Tl筈Lい高 佃 を 示 t-//_. 1)〕 患 苦

血清と AmeT旦exM のヨウ化 T3 ア ナ ロ グを反応させ,

そこをこ各種抗ヒト免疫グロプリソを加えて結合率を調べ

た.その結果,こ'･TIT3自己抗休は 1g13LT.)銀山来し7)鶴

('‖二思われた.考察 :本刑i･こおいて抗 ′r3(1-7己抗体ハ

存在が示唆され その抗体は Ⅰ鍔Gの鎖由来であっヂ∴

興味あることは RlAlg【lOStF′r3キ､､′卜は抗 T3自己

例では J,hllerkxA;Ⅰと同様iこ高値を示した二王である.

両者に-.1いて.親和性の比較などの検討も加えて報告寸

ら.

61高度tJl胸郭,背柱の変17.I,,を伴 1-1た原発性
tF;.lu(†川Ⅷ束機能冗進症 (PHP)の 1例

金子 発三 (長岡赤十字病院内科)

佐藤 功 ( 閣 外料)

柳 京二 t rL)-j 整JTL･i外科1

取 外美 も抽!. 之 内 病 院)

症例は.(iT~右 農相.▲1()辛頃よ;)左3指∴右2指の蜜W,.

短縮.Ll･J.現.(;(け 頃/L引腰痛左と:身体鋸可巨り関節痛増強 し

甘粕専症LLiL.て始療,7日二便臥 食欲1く振も持続.65才

頃｡い)胸郭L')変形,胸骨ハ′rtle,l圧 曹柱ハ掩巧､ 側矧高

度LL了亡り柊痛増執一打:--IH.Lt>).19机)年～‖JI川輔tt受診 し.

PlllJ疑わ,Iとて 199()隼 LJトlt丹'l院-人P_yLt.身材再仁兄

では 1-･.記ハ脊坪如こよ･r)身長 IL'iiIlL111に如縮,佃釆ニ~iiI).5kLr.

頚部鷹感触知せず,心収縮邦雄督聴取,検塞威厳では血

清 Ca1;i.611暇 dl. IP i.～)Ⅰ･11tldl,吠 (_'こ11'l;r)-:iニi二.?

mhTLl.沫 Ir'一11とi--.qkう1'Tnh.H.lyllト1---ぐ l～川 11dlI(illll.

常 高 的 . 煤 (､1･TLlliciulI)5.2(jILmOl(,sfl.nLi･T';八1.l-

ン上 f､;⊥ L'_ド MR】に-て甲状腺左葉.~fr植部;こ挿廟証町

年 二,'.Fい くtl,t)i,i,'凋岬 状腺腺腫 ((?osinophili(･i,t､It

(i川11inこ1nい 摘出.

背 柱 の変形サ賭痛を訴える患者は多いが,その中をこ稀

をこ PHP の存在することを忘れてはならない書

71 )〉日用 過多で 発症 t_守二副腎性器症候紳 711例
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機 宜かんなンタつ､再科
し 吊 泌尿器科)
( 間 病理)

月経過多.多毛の発現をこより発鳳された副腎性器症俵

群LT)･例を経験 した.

症例は28れT)女性.会社員.昭和()3年､い)月経過ちて.

婦J､巨こ-1通院中多毛で内科-紹介さる.理学的にはf机二所

魔は見られなかった専

内分泌検査でLL 血中二I,卜f-､/'′LはrU苗で尿中 lT

川iCS3.7mLfdこ11･上iT--::乱 尿中 17KS1)̀1∴i【11L,dtly.

pgml上高値.こ恒 ､-の異常はギキサ イ+卜上′抑制に

反応し在か-､･､た.A(TJIpl負荷により尿中 17KS1)ニing
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